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4面 帯広駐屯地殉職者追悼式

上士幌町防災トレーニング

第５施設隊（隊長 川浪２佐）は、９月１９日（木）～２０日（金）までの間、然別演習場及
び帯広駐屯地において、第５飛行隊（隊長 村山２佐）と協同で８７式対戦車地雷（模擬）の投
下訓練を実施しました。
本訓練は、第５飛行隊が保有するＵＨー１Ｊ多用途ヘリコプターに第５施設隊の地雷散布装置

を取り付け、８７式対戦車地雷（模擬）の実投下により、地雷原を構成しました。
第５施設隊は、地雷散布装置取り付け要領や地雷原の構成要領の練度を向上させるとともに、

第５飛行隊との連携を強化しました。

散布容器の取り付け 対戦車地雷（模擬）投下の瞬間

第４普通科連隊（連隊長 小林１佐）は、
９月２９日（日）から１０月１２日（土）ま
での間、令和６年度普通科部隊等実習を担任
しました。
本実習は、幹部候補生学校からの一般幹部

候補生に対し、普通科連隊の陸曹及び陸士の
勤務等を体験させ、部隊の実情を明らかにす
るとともに、部隊指揮の基盤を形成して幹部
としての地位と責任を自覚させることを目的
に精神教育、服務教育、実員指揮訓練等を実
施しました。
一般幹部候補生は、実習を通じて、初級幹

部として必要な職種共通の基礎的事項を理解
しました。

第５施設隊・第５飛行隊が協同
８７式対戦車地雷（模擬）投下訓練

記念写真

連隊武装走競技会に
オープン参加

レーザー光線装置を
活用した遭遇戦

潜入訓練を体験
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第５旅団（旅団長 岸良陸将補）は、９月１２日（木）、
帯広駐屯地において、第５音楽隊（隊長 吉田１尉）が服
務無事故２０００日（平成３０年４月から起算して５年５
ケ月）を達成した功績を讃えるため、服務無事故優秀部隊
として表彰し、第３級賞状を授与しました。

第５旅団長は、訓示において「服務事故が未発生である
ことは、隊員一人一人が規律の維持を心がけて行動してい
る証左であり、引き続き、吉田隊長を核心に音楽隊が一致
団結して、任務完遂に邁進してもらいたい」と述べました。

引き続き第５旅団は、旅団内の全部隊に対して本表彰を
実施できるよう、服務事故の絶無に努めて参ります。

第４普通科連隊は、１０月２５日（金）、帯広駐屯地において、令和６年度方面集合教育「狙
撃」を修了しました。
本教育は、８月１９日（月）から開始し、狙撃手になるために必要な知識及び技術を学ぶとと

もに、強い責任感と不屈の執念をもって教育を乗り越えた結果、６人の狙撃手が誕生しました。
晴れて狙撃手になれた６名に対して、担任官から「強い意志と自ら判断せよ」、「狙撃手とし

て自信と誇りを堅持せよ」の２点が要望され、「狙撃手としては、まだスタートライン時点に立
ったに過ぎない。決して個人の称号としての資格ではなく、これからも自己の射撃・戦闘技術の
あくなき向上を図ってもらい、そして狙撃手の育成に努めてもらいたい」と述べられました。

第３級賞状を受賞

徽章授与

総合訓練

総合訓練
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第 ５ 偵 察 隊

第５特科隊（隊長 栁原１佐）は、９月１１日
（水）から９月１２日（木）の間、特科隊炊事競
技会を実施しました。
本競技会は、野外炊事能力の向上、各種任務に
備えるとともに、中隊の団結の強化及び士気の高
揚を図る目的で２日間の内３食をもって実施しま
した。
競技会に先立ち、開会式において、統裁官であ
る栁原隊長は「創意を凝らし美味しい料理を調理
せよ」、「安全管理」の２点を要望し、各中隊は
炊事班長の的確な指揮のもと、衛生管理を確立し
た上で細断、炊飯等調理を創意を凝らし実施しま
した。また、競技会の審査は自衛官だけでなく、
駐屯地モニター、ＯＢ会会長及び駐屯地主任栄養
士の方々にも審査して頂き、結果は本部管理中隊
が優勝しました。
閉会式において、統裁官は「あらゆる機会を最
大限活用して、より美味しい食事の提供、料理の
レパートリーの拡充、炊事能力、要員の継承拡大
等に努め、食べる仲間、隊員、地域の方々を笑顔
にできる調理能力を保持してもらいたい」と更な
る飛躍を期待しました。

第５通信隊（隊長 西條２佐）は、９月１３日
（金）、隊持続走競技会を実施しました。
本競技会は、体力・気力の向上、部隊の団結及
び士気の高揚を図ることを目的に、約５キロのコ
ースを平均記録で競い合う「小隊対抗の部」、個
人の走破した記録が早い者を上位とする「個人走
の部」に分かれて行われました。第５通信隊の隊
員は、継続的に練成してきた成果を発揮するため
に、各人が持てる力を振り絞って激走しました。
結果は「小隊対抗の部」において第２小隊が優
勝を獲得して、「個人走の部」上位成績者をそれ
ぞれ表彰して競技会を終了しました。

調理する隊員

審査

記念写真

各人が持てる力を
振り絞って激走する

開会式
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帯広駐屯地（司令 井上１佐）は、１０月６

日（日）、帯広駐屯地殉職者隊員追悼式を行い

ました。殉職された二十二の御霊に対し、追悼

の意を表すとともに、我が国の平和と繫栄を祈

願しました。

帯広駐屯地殉職者隊員追悼式

二十二柱に追悼の意

追悼の辞

儀仗献花

第５戦車隊（隊長 三浦２佐）は、１０月

１０日（木）、上士幌町山村開発センターに

おいて、同町が主催の防災トレーニングに参

加しました。会場では、社会福祉協議会と連

携した炊き出し訓練で、カレーを調理して参

加者に振る舞いました。

カレーを調理して参加者に振る舞う


